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宏　

美

【
解
題
】

は
じ
め
に

　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
で
は
、
研
究
所
の
設
立
準
備
を
開
始
し
た
大
正
末
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
資
料
を
沿
革
史
資
料
と
し
て
整

理
・
登
録
し
て
い
る
。
そ
の
数
は
数
万
点
に
及
ぶ
が
、
研
究
所
に
は
今
な
お
未
整
理
の
資
料
や
、
地
域
の
方
・
か
つ
て
研
究
所
に
関
わ
っ

て
い
た
方
や
そ
の
ご
子
孫
の
方
か
ら
の
寄
贈
等
に
よ
っ
て
新
た
に
受
け
入
れ
る
資
料
も
あ
り
、
沿
革
史
資
料
の
登
録
作
業
は
現
在
も
継
続

中
で
あ
る
。

　

去
る
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
）、
研
究
所
の
旧
所
員
で
あ
っ
た
小
森
嘉
一
氏
の
ご
遺
族
か
ら
小
森
氏
の
旧
蔵
資
料
三
百
三
十
五

件
を
ご
寄
贈
頂
い
た
。
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研
究
所
で
は
こ
の
小
森
氏
の
旧
蔵
資
料
に
つ
い
て
も
沿
革
史
資
料
と
し
て
登
録
に
向
け
て
整
理
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
の
資
料
は
研
究

所
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
も
の
が
多
い
。
ま
た
研
究
所
と
の
関
係
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
資
料
の
種
類
、
内
容
、
年
代
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
興
味
深
い
も
の
が
多
い
。
そ
こ
で
本
稿
に
目
録
を
掲
載
し
、
合
わ
せ
て
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

一　

小
森
嘉
一
氏
に
つ
い
て

　

資
料
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
小
森
嘉
一
氏
の
経
歴
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

小
森
氏
は
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
年
）
九
月
六
日
生
ま
れ
で
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）
三
月
、
國
學
院
大
學
国
史
学
科
を
卒
業

後
、
研
究
科
へ
進
学
す
る
。
そ
し
て
同
科
卒
業
の
翌
月
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）
四
月
よ
り
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
最
初
の
事
業
と

い
え
る
『
神
典
』
の
編
纂
に
校
正
係
と
し
て
関
与
す
る
こ
と
と
な
る（
１
）。
こ
れ
は
小
森
氏
が
大
学
時
代
に
師
事
し
た
植
木
直
一
郎
が
『
神

典
』
編
纂
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
に
拠
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い（

２
）。
そ
の
後
、
昭
和

十
年
（
一
九
三
五
年
）
十
月
か
ら
正
式
に
研
究
所
所
員
と
な
っ
た（

３
）。

　

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
年
）
か
ら
は
研
究
所
敷
地
内
に
設
け
ら
れ
て
い
た
所
員
住
宅
に
居
住
し
た
が
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇

年
）
に
所
員
住
宅
建
設
地
の
土
地
売
却
に
伴
っ
て
大
倉
山
を
退
去
し
、
研
究
所
も
退
所
す
る
。
但
し
、
以
後
も
研
究
所
と
の
関
わ
り
が
失

わ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
研
究
所
主
催
事
業
へ
の
参
加
や
平
成
初
年
か
ら
始
ま
っ
た
『
大
倉
邦
彦
伝
』
の
編
纂
に
も
関
わ
る
。
な
お
、
研
究

所
に
在
職
中
の
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
年
）
か
ら
は
、
学
校
法
人
横
浜
学
院
の
設
置
す
る
横
浜
女
子
高
等
学
校
（
現
、
横
浜
女
学
院

高
等
学
校
）
に
奉
職
し
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
年
）
ま
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
中
に
は
横
浜
市
港
北
区
太
尾
町
十

二
（
現
、
大
倉
山
一
丁
目
）
に
あ
っ
た
大
倉
山
女
子
高
等
学
校
（
の
ち
東
横
学
園
大
倉
山
高
等
学
校
、
平
成
二
十
年
〔
二
〇
〇
八
年
〕
閉

校
）
の
卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム
が
あ
り
、
同
校
に
も
勤
務
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
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小
森
氏
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
に
創
設
さ
れ
た
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
に
草
創
期
か
ら
六
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
関
与
さ
れ

た
。
当
研
究
所
で
は
平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）
か
ら
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）
ま
で
の
間
に
、
小
森
氏
か
ら
七
回
の
聞
き
取
り
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
記
録
は
研
究
所
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
大
倉
山
地
域
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
も
貴
重
な
証
言
と
な
っ
て
い
る（

４
）。

　

な
お
、
こ
の
聞
き
取
り
調
査
実
施
当
時
に
も
小
森
氏
ご
本
人
か
ら
六
十
二
点
の
資
料
を
寄
贈
頂
い
て
お
り（

５
）、
そ
れ
ら
は
既
に
当
研
究
所

の
沿
革
史
資
料
と
し
て
登
録
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。

二　

資
料
の
構
成
と
内
容
に
つ
い
て

　

寄
贈
資
料
は
、
研
究
所
関
係
資
料
と
、
研
究
所
と
は
直
接
関
係
の
な
い
小
森
氏
個
人
の
収
集
資
料
と
の
二
種
類
に
大
き
く
分
類
さ
れ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
双
方
と
も
そ
の
種
類
、
内
容
、
年
代
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
特
徴
と
特
筆
す
べ
き
資
料
に
つ
い
て
若

干
記
し
て
お
き
た
い
。

（
一
）
研
究
所
関
係
資
料

　

研
究
所
関
係
資
料
は
、
書
籍
類
と
文
書
類
と
に
分
類
さ
れ
る
。
書
籍
に
つ
い
て
は
大
倉
邦
彦
の
著
作
や
研
究
所
の
刊
行
物
で
あ
る
。
そ

の
中
に
は
、
小
森
氏
の
手
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
付
箋
や
書
き
込
み
、
校
正
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。

　

文
書
に
つ
い
て
は
、
太
平
洋
戦
争
終
戦
前
後
の
資
料
や
『
大
倉
邦
彦
伝
』
編
纂
に
関
わ
る
資
料
の
占
め
る
割
合
が
高
い
。
編
纂
関
係
資

料
に
は
現
在
の
沿
革
史
資
料
の
複
写
資
料（

６
）も
多
い
が
、
伝
記
の
構
成
案
（
沿
革
史
資
料N

o.13182　

以
下
資
料
番
号
の
み
表
記
す
る
）

や
依
頼
原
稿
に
添
付
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
送
付
状
（N

o.13158

）
な
ど
も
あ
り
、
小
森
氏
が
伝
記
編
纂
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
特
に
注
目
し
た
い
の
は
や
は
り
終
戦
前
後
の
資
料
で
あ
る
。
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そ
の
中
で
も
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
海
軍
気
象
部
関
係
の
資
料
で
あ
る
。
海
軍
気
象
部
は
太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭
和
十
九
年
（
一

九
四
四
年
）
か
ら
終
戦
ま
で
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
本
館
（
現
、
横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
）
の
建
物
を
借
用
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
た（

７
）。

研
究
所
に
は
海
軍
気
象
部
と
の
間
で
交
わ
し
た
文
書
類
、
気
象
部
旧
蔵
と
思
わ
れ
る
物
品
類
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
小
森
氏
の
手
元
に
も

そ
の
一
部
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。
小
森
氏
保
管
の
気
象
部
関
係
資
料
は
、
終
戦
後
に
水
路
部
へ
移
管
す
る
こ
と
と
な
っ
た
気
象
部
物
品
の

保
管
依
頼
文
書
（N

o.13065

）、
備
品
目
録
（N

o.13066

）、
研
究
所
に
運
び
こ
ん
で
い
た
洋
書
の
受
領
証
（N

o.13067

）
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
研
究
所
に
は
、
戦
後
の
物
資
が
不
足
し
て
い
た
昭
和
二
十
年
代
頃
の
事
務
書
類
に
海
軍
気
象
部
か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
た
と
見
ら

れ
る
観
測
用
紙
の
裏
紙
を
使
用
し
た
も
の
が
多
数
存
在
す
る
が
、
小
森
氏
の
旧
蔵
資
料
中
に
も
、
こ
の
よ
う
な
裏
紙
を
使
用
し
た
資
料
が

計
二
十
七
点
存
在
す
る
。
ま
た
、
そ
の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
未
確
認
の
観
測
用
紙
を
使
用
し
た
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
裏
紙
使
用
の

資
料
の
番
号
は
目
録
末
尾
に
掲
載
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
頂
き
た
い
。

　

続
い
て
第
二
に
挙
げ
て
お
き
た
い
の
が
、
終
戦
直
後
の
研
究
所
の
講
座
関
係
資
料
で
あ
る
。

　

研
究
所
は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
年
）
十
一
月
二
十
四
日
に
大
倉
邦
彦
が
理
事
長
兼
所
長
の
職
を
辞
し
、
坪
上
貞
二
理
事
長
・
上

田
辰
之
助
所
長
の
二
人
体
勢
と
な
り
、
戦
後
の
新
し
い
世
界
情
勢
や
国
際
秩
序
に
対
応
す
る
た
め
、
そ
の
活
動
方
針
を
大
き
く
転
換
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
研
究
所
で
は
日
本
の
再
建
に
資
す
る
と
い
う
目
的
の
下
に
、
新
し
い
講
座
を
多
数
開
催
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
研
究

所
の
若
い
所
員
ら
で
構
成
さ
れ
た
研
究
所
青
年
部
が
中
心
に
な
っ
て
企
画
・
開
講
し
た
「
民
主
主
義
講
座
」
が
あ
る
。
小
森
氏
も
青
年
部

の
一
員
と
し
て
こ
の
講
座
の
講
師
を
務
め
て
い
る
。
寄
贈
資
料
に
は
こ
の
講
座
の
配
布
資
料
（N

o.13073

・13119

）
や
聴
講
券

（N
o.13083

・13152

）
な
ど
の
関
係
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
沿
革
史
資
料
と
し
て
複
製
の
み
が
登
録
さ
れ
て
い
る
資
料

や
、
原
本
も
複
製
も
全
く
所
蔵
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
資
料
は
終
戦
直
後
の
研
究
所
の
活
動
を
知
る
う
え
で
貴

重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。
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第
三
に
は
、
研
究
所
周
辺
地
域
に
関
す
る
資
料
、
特
に
研
究
所
と
近
隣
地
区
の
青
年
会
・
青
年
団
と
の
関
わ
り
が
窺
え
る
資
料
を
挙
げ

た
い
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
、
太
尾
町
青
年
同
志
会
か
ら
配
布
さ
れ
た
演
芸
大
会
の
案
内
（N

o.13111

）
が
あ
る
。
本
資
料
は
Ｂ
５
判
の
ガ
リ
版

刷
り
で
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
年
）
八
月
十
日
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
演
芸
大
会
は
、
同
月
十
四
日
の
午
後
五
時
か
ら
池

内
精
工
株
式
会
社
（
現
在
の
横
浜
市
港
北
区
大
倉
山
五
丁
目
七
付
近
）
前
に
設
け
ら
れ
た
演
芸
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

演
芸
大
会
は
、
近
隣
住
人
に
夕
涼
み
の
一
刻
を
楽
し
く
過
ご
し
て
欲
し
い
と
の
思
い
か
ら
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
本
資
料
か
ら
は
当
時
の

地
域
の
様
子
や
戦
後
復
興
に
向
け
た
明
る
い
雰
囲
気
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

な
お
、
青
年
会
・
青
年
団
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、
港
北
区
の
連
合
青
年
会
結
成
に
関
す
る
懇
談
会
の
記
録
と
見
ら
れ
る
メ
モ

（N
o.13089

）、
研
究
所
を
そ
れ
ら
の
会
合
の
会
場
と
す
る
メ
モ
（N

o.13123

）、
各
地
域
の
青
年
団
・
青
年
会
代
表
者
の
氏
名
・
住
所
等

の
情
報
を
記
し
た
メ
モ
（N

o.13121

）
等
も
見
ら
れ
た
。
地
域
の
青
年
団
・
青
年
会
の
存
在
や
当
時
の
活
動
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

こ
う
し
た
活
動
に
研
究
所
も
参
加
・
協
力
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。

　

ま
た
地
域
と
の
関
わ
り
と
い
う
面
で
は
、
研
究
所
で
の
講
座
開
講
に
際
し
、
町
内
会
長
宛
の
開
催
通
知
（N

o.13103

）
な
ど
も
見
ら
れ

る
。
大
々
的
な
事
業
展
開
が
可
能
な
財
政
的
余
裕
が
あ
り
、
か
つ
修
養
会
や
講
演
な
ど
の
依
頼
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
た
戦
前
と
は

異
な
り
、
戦
後
の
研
究
所
は
活
動
方
針
の
転
換
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
事
業
規
模
の
縮
小
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
地
域
へ
の
協
力
、
働
き
か

け
は
こ
う
し
た
変
化
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

ま
た
前
述
の
資
料
よ
り
も
時
代
が
遡
る
が
、
こ
の
他
に
研
究
所
関
係
で
特
筆
す
べ
き
資
料
と
し
て
「
富
嶽
荘
日
誌
」（N

o.13165

）
が

あ
る
。
富
嶽
荘
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
に
大
倉
邦
彦
の
自
宅
が
あ
っ
た
目
黒
に
設
け
ら
れ
た
寄
宿
舎
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
年
）
に
大
倉
山
へ
移
転
し
て
い
る
。
学
生
を
中
心
と
す
る
寄
宿
生
た
ち
は
共
同
生
活
を
送
り
な
が
ら
修
養
研
鑽
を
積
ん
で
い
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た
。「
富
嶽
荘
日
誌
」
は
そ
の
名
の
と
お
り
富
嶽
荘
の
寄
宿
生
た
ち
が
記
し
た
日
誌
で
あ
る
。

　

本
日
誌
の
記
載
時
期
は
昭
和
五
年
六
月
十
九
日
か
ら
昭
和
七
年
八
月
二
十
一
日
の
約
二
年
余
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
研
究
所
の
建
設
中

か
ら
開
所
直
後
の
時
期
に
あ
た
る
。
ま
た
寄
宿
生
た
ち
は
、
研
究
所
開
所
準
備
の
担
い
手
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら
自
身
の
研
究
所

に
対
す
る
思
い
や
、
附
属
図
書
館
に
収
蔵
す
る
図
書
の
整
理
、
か
つ
て
前
庭
に
あ
っ
た
「
地
理
曼
荼
羅
」（
日
本
地
図
を
象
っ
た
庭
園
）

の
造
成
な
ど
の
開
所
に
向
け
た
細
か
な
作
業
に
関
す
る
記
述
も
見
ら
れ
る
。

　

研
究
所
に
は
こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
日
誌
類
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
記
述
内
容
は
事
実
の
羅
列
が
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の

「
富
嶽
荘
日
誌
」
は
非
常
に
記
述
が
詳
細
で
あ
り
、
当
時
の
状
況
を
よ
り
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ま

た
、
執
筆
担
当
者
の
個
性
や
心
情
が
記
載
内
容
や
文
体
に
よ
く
表
出
し
て
お
り
、
当
時
の
青
年
た
ち
の
生
活
や
思
想
に
つ
い
て
書
か
れ
た

一
つ
の
読
み
物
と
し
て
も
非
常
に
興
味
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
小
森
氏
個
人
の
収
集
資
料

　

小
森
氏
個
人
の
収
集
資
料
も
そ
の
種
類
、
時
期
等
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
中
で
も
点
数
の
多
い
も
の
と
し
て
は
、
国
内
外
の
観
光
案

内
・
地
図
・
絵
ハ
ガ
キ
、
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
前
後
に
発
行
さ
れ
た
幼
児
雑
誌
や
絵
本
類
、
小
森
氏
の
母
校
國
學
院
大
學
関
係
の
資
料
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　

国
内
外
の
観
光
案
内
・
地
図
・
絵
ハ
ガ
キ
は
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
の
も
の
が
中
心
で
あ
る
が
、
一
部
戦
前
発
行
の
も
の
を

含
ん
で
い
る
。
国
内
の
地
図
類
は
東
京
・
横
浜
の
詳
細
図
、
国
外
に
つ
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
ま
た
国
外
の
観
光

案
内
は
、
航
空
会
社
が
旅
行
者
向
け
に
編
集
・
配
布
し
て
い
た
簡
易
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
が
主
で
、
地
図
類
は
現
地
調
達
と
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。



271

故
小
森
嘉
一
氏
旧
蔵
資
料
目
録
（
林
）

　

國
學
院
大
學
関
係
の
資
料
と
し
て
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）
か
ら
昭
和
十
九
年
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
院
友
会
の
『
会
報
』
計

三
十
五
冊
（N

o.13272

～13306　

欠
号
あ
り
）
の
他
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
（N

o.13325

）、
学
生
証
（N

o.13192

）、
運
動
会
の
役
員
・
種

目
等
の
案
内
（N

o.13261

）
な
ど
が
あ
り
、
卒
業
生
で
し
か
所
蔵
し
え
な
い
資
料
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
教
員
時
代
の
ア
ル
バ
ム
に
は
、
勤
務
校
の
遠
足
等
で
生
徒
た
ち
と
共
に
大
倉
山
を
来
訪
し
た
際
に
、
研
究
所
や
大
倉
山
公
園

梅
林
な
ど
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
が
散
見
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
太
平
洋
戦
争
中
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
投
下
し
た
「
伝
単
」（N

o.13260

）
も
あ
っ
た
。
伝
単
は
戦
争
の
際
に
相
手
国
の
兵
士
や
市

民
の
戦
意
を
喪
失
さ
せ
る
た
め
に
配
布
さ
れ
た
ビ
ラ
で
、
紙
の
爆
弾
と
も
称
さ
れ
た
。
小
森
氏
所
蔵
の
伝
単
は
Ｂ
６
判
両
面
ガ
リ
版
刷
り

で
、
表
面
に
は
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
六
日
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
発
表
を
受
け
て
日
本
政
府
が
連
合
国
側
に
通
達
し
た
内
容
、
裏
面
に
は
そ

の
通
達
を
受
け
て
の
米
国
国
務
長
官
か
ら
日
本
政
府
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
単
は
記
載
内
容
か
ら
昭
和
二
十
年
八

月
十
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
間
に
投
下
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
戦
争
の
一
端
を
物
語
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
小
森
嘉
一
氏
の
旧
蔵
資
料
の
概
要
に
つ
い
て
記
し
て
き
た
。
と
は
い
え
本
稿
で
は
ご
く
一
部
の
資
料
を
簡
単
に
取
り
上
げ
た
に

す
ぎ
な
い
。
沿
革
史
資
料
も
図
書
館
の
貴
重
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
と
し
て
原
則
公
開
し
て
お
り
、
附
属
図
書
館
で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

今
回
の
寄
贈
資
料
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
研
究
所
関
係
資
料
に
つ
い
て
言
及
す
る
部
分
が
多
く
な
っ
た
が
、
目
録
を
ご

覧
頂
け
れ
ば
わ
か
る
と
お
り
、
そ
れ
以
外
の
資
料
に
つ
い
て
も
興
味
関
心
を
惹
く
も
の
、
利
用
価
値
の
高
い
も
の
を
数
多
く
含
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
が
多
く
の
人
に
ご
活
用
頂
け
れ
ば
小
森
氏
も
喜
ん
で
下
さ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

最
後
に
、
本
資
料
を
ご
寄
贈
頂
い
た
小
森
嘉
一
氏
の
孫
の
及
川
さ
や
か
氏
と
ご
遺
族
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
深
謝
申
し
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上
げ
ま
す
。

注（
１
）　

沿
革
史
資
料N

o.1831-32

「
履
歴
書
」、
並
び
に
打
越
孝
明
「『
神
典
』
編
纂
の
経
緯
に
つ
い
て
―
旧
所
員
・
小
森
嘉
一
氏
に
聞
く
―
」（『
大
倉
山

論
集
』
第
四
十
三
輯
、
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
平
成
十
一
年
三
月
）。

（
２
）　

前
掲
注
１
「『
神
典
』
編
纂
の
経
緯
に
つ
い
て
―
旧
所
員
・
小
森
嘉
一
氏
に
聞
く
―
」。

（
３
）　

小
森
氏
自
身
は
聞
き
取
り
調
査
の
中
で
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
年
）
か
ら
正
式
に
所
員
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
沿
革
史
資
料
中
の
履

歴
書
や
名
簿
、
研
究
員
履
歴
抄
で
は
そ
の
時
期
は
昭
和
十
年
十
月
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
）　

小
森
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
の
成
果
は
、
前
掲
注
１
の
他
、
平
井
誠
二
『
わ
が
ま
ち
港
北
』（『
わ
が
ま
ち
港
北
』
出
版
グ
ル
ー
プ
、
平
成
二
十

一
年
七
月
、
港
北
区
区
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
紙
『
楽
・
遊
・
学
』
連
載
「
シ
リ
ー
ズ
わ
が
ま
ち
港
北
」
第
一
回
～
第
一
二
〇
回
を
単
行

本
化
）
の
第
二
回
「
大
倉
山
の
梅
林
」、
第
三
回
「
大
倉
山
駅
の
第
一
号
定
期
券
」、
第
三
十
三
回
「
終
戦
秘
話
四　

日
誌
が
語
る
横
浜
大
空
襲
か

ら
終
戦
」、
第
四
十
四
回
「
終
戦
秘
話
五　

大
倉
山
と
海
軍
気
象
部
」、
第
五
十
九
回
「
英
雄
源
頼
朝
の
伝
説
」
の
引
用
等
に
見
ら
れ
る
。

（
５
）　

寄
贈
資
料
六
十
二
点
は
、
小
森
氏
よ
り
借
用
の
う
え
複
製
を
作
成
し
て
登
録
を
行
い
、
後
に
返
却
し
た
も
の
を
一
部
含
ん
で
い
る
。

（
６
）　

沿
革
史
資
料
の
本
格
的
な
整
理
作
業
は
『
大
倉
邦
彦
伝
』
刊
行
後
か
ら
開
始
さ
れ
、
そ
れ
以
前
は
書
庫
に
未
整
理
の
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
た
。

小
森
氏
は
伝
記
編
纂
に
あ
た
っ
て
個
人
で
そ
れ
ら
の
資
料
を
調
査
さ
れ
、
必
要
な
も
の
を
複
写
の
う
え
保
管
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）　

研
究
所
で
所
蔵
す
る
海
軍
気
象
部
の
資
料
及
び
そ
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
酒
井
君
代
・
平
井
誠
二
「
海
軍
気
象
部
に
よ
る
大
倉
精
神
文
化
研

究
所
建
物
の
借
用
」（『
大
倉
山
論
集
』
第
五
十
六
輯
、
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
平
成
二
十
二
年
三
月
）、
拙
稿
「
戦
争
末
期
の
海
軍
に

よ
る
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
利
用
に
つ
い
て
」（
安
藤
広
道
編
『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
一
帯
の
戦
争
遺
跡
の
研
究:

二
〇
一
一
～
二

〇
一
三
年
度 

科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
』
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
民
族
学
考
古
学
研
究
室
、
平
成
二
十
六
年
三
月
）
を
参
照
頂
き
た

い
。
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【
凡　

例
】

一�

、
本
資
料
の
目
録
は
、
沿
革
史
資
料
の
凡
例
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
。
し
か
し
、
本
誌
へ
は
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
資
料
の
備
考
情
報
な

ど
一
部
の
項
目
を
省
略
し
、
通
番
、
資
料
名
、
編
著
者
・
差
出
人
、
出
版
者
・
受
取
人
、
年
月
日
の
五
項
目
の
み
を
掲
載
し
た
。

一�

、
資
料
は
、
原
則
と
し
て
全
て
閲
覧
に
供
し
て
い
る
。
本
誌
掲
載
目
録
の
元
デ
ー
タ
や
、
資
料
の
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
研
究

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
頂
き
た
い
。

一�

、
人
名
や
年
代
に
関
す
る
項
目
で
、
目
録
作
成
者
の
推
定
に
拠
っ
た
も
の
は
、（　

）
で
括
っ
た
。

一�

、
各
項
目
の
表
記
は
、
以
下
の
凡
例
に
拠
っ
た
。

　

①
通
番　

沿
革
史
資
料
の
資
料
番
号
を
示
す
。

　

②�

資
料
名　

刊
行
物
の
書
名
は
『　

』、
論
文
や
記
事
の
タ
イ
ト
ル
は
「　

」
で
括
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
の
な
い
資
料
に
つ
い
て
は
（　

）

で
内
容
項
目
を
と
っ
た
。
備
考
情
報
に
つ
い
て
も
（　

）
で
補
っ
た
。

　

③
編
著
者
・
差
出
人　

著
作
物
に
つ
い
て
は
編
著
者
名
を
、
ハ
ガ
キ
や
書
簡
等
に
つ
い
て
は
差
出
人
名
を
記
載
し
た
。

　

④�

出
版
者
・
受
取
人　

著
作
物
に
つ
い
て
は
出
版
者
（
社
）
名
を
、
ハ
ガ
キ
や
書
簡
等
に
つ
い
て
は
受
取
人
名
を
記
載
し
た
。

　

⑤
年
月
日　

年
号
と
西
暦
、
お
よ
び
月
日
を
以
下
の
よ
う
に
略
記
し
た
。

　
　

・
大
正
→
Ｔ　

昭
和
→
Ｓ　

平
成
→
Ｈ

　
　
　
（
例
）
大
正
14
年
（1925

年
）
７
月
30
日
～
昭
和
２
年
（1927

年
）
２
月
11
日

　
　
　
　
　

 

→T
14

（1925

）7.30

～S2

（1927

）2.11
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通
番

資
　

　
　

料
　

　
　

名
編

著
者

・
差

出
人

出
版

者
・

受
取

人
年

月
日

13001『
感

想
』

其
一

～
三

大
倉

邦
彦

大
倉

邦
彦

Ｔ
14（

1925）
７.30～

Ｓ
2（

1927）
２.11

13002『
感

想
』

其
一

（
表

紙
の

み
）

（
大

倉
邦

彦
）

（
大

倉
邦

彦
）

13003『
感

想
』

其
三

大
倉

邦
彦

大
倉

邦
彦

Ｓ
２（

1927）
２.11

13004『
感

想
』

其
七

（
表

紙
の

み
）

大
倉

邦
彦

大
倉

邦
彦

13005『
T

H
O

U
GH

T
S』（『

感
想

』）
K

U
N

IH
IK

O
 O

K
U

RA
Japan A

dvertiser Press
Ｔ

14（
1925）

７.１
13006『

M
Y

 T
H

O
U

GH
T

S』
in tw

o parts（『
感

想
』）

K
U

N
IH

IK
O

 O
K

U
R

A
／

IW
A

O
 M

A
T

SU
BA

RA・
E. T

. 
IGLEH

A
RT

［
訳

］

T
he W

estm
inster Press

Ｔ
15（

1926）

13007『
M

Y
 T

H
O

U
GH

T
S』 in tw

o parts（『
感

想
』）

K
U

N
IH

IK
O

 O
K

U
R

A
／

IW
A

O
 M

A
T

SU
BA

RA・
E. T

. 
IGLEH

A
RT

［
訳

］

T
he W

estm
inster Press

Ｔ
15（

1926）

13008『
M

Y
 T

H
O

U
GH

T
S』

V
ol.Ⅱ

（『
感

想
』）

K
U

N
IH

IK
O

 O
K

U
R

A
／

IW
A

O
 M

A
T

SU
BA

RA・
E. T

. 
IGLEH

A
RT

［
訳

］

Japan A
dvertiser Press

Ｓ
２（

1927）
２.11

13009『
感

想
　

自
其

壹
至

其
拾

』
（「

感
想

」
10周

年
記

念
躬

行
会

創
立

趣
意

書
有

）
大

倉
邦

彦
大

倉
邦

彦
先

生
感

想
発

行
係

Ｓ
９（

1934）
６.１

13010『
感

想
　

自
其

壹
至

其
拾

』
（『

神
典

』
ほ

か
広

告
、「

月
刊

修
養

雑
誌

「
躬

行
」

の
趣

旨
」

有
）

大
倉

邦
彦

大
倉

邦
彦

先
生

感
想

発
行

係
Ｓ

12（
1937）

3.１

13011『
感

想
』（

第
２刷

）
大

倉
邦

彦
大

倉
山

坐
禅

会
Ｓ

57（
1982）

13012『
随

想
　

飛
び

石
』（

再
版

）
大

倉
邦

彦
青

年
書

房
Ｓ

15（
1940）

８.20
13013『

大
倉

邦
彦

選
集

』　（
精

神
文

化
全

集
第

８巻
）

大
倉

邦
彦

潮
文

閣
Ｓ

17（
1942）

４.15
13014『

勤
労

世
界

観
』

大
倉

邦
彦

明
世

堂
書

店
Ｓ

19（
1944）

10.５
13015「

獅
子

吼
　

年
頭

所
感

」（『
躬

行
』

昭
和

11年
１月

号
の

１・
２

頁
）

（
大

倉
邦

彦
ヵ

）
躬

行
会

Ｓ
11（

1936）
１.１

13016「
意

気
を

養
ふ

」（『
躬

行
』

昭
和

11年
３月

号
の

21・
22頁

）
躬

行
会

Ｓ
11（

1936）
３.１
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13017（「
連

続
講

座
　

神
社

ま
う

で
　

二
」『

躬
行

』
昭

和
11年

４月
号

の
11・

12頁
）

躬
行

会
Ｓ

11（
1936）

４.１

13018『
躬

行
』

皇
紀

2597年
１月

号
～

12月
号

合
本

大
倉

邦
彦

［
監

修
］

／
山

田
勝

二
［

編
輯

兼
発

行
人

］
躬

行
会

Ｓ
12（

1937）

13019『
躬

行
』

皇
紀

2599年
１月

号
～

12月
号

合
本

大
倉

邦
彦

［
監

修
］

／
山

田
勝

二
［

編
輯

兼
発

行
人

］
躬

行
会

Ｓ
14（

1939）

13020『
躬

行
』

皇
紀

2601年
１月

号
～

12月
号

合
本

大
倉

邦
彦

［
監

修
］

／
山

田
勝

二
［

編
輯

兼
発

行
人

］
躬

行
会

Ｓ
16（

1941）

13021『
躬

行
』

皇
紀

2601年
12月

号
大

倉
邦

彦
［

監
修

］
／

山
田

勝
二

［
編

輯
兼

発
行

人
］

躬
行

会
Ｓ

16（
1941）

12.１

13022『
躬

行
』

皇
紀

2603年
３月

号
大

倉
邦

彦
［

監
修

］
／

山
田

勝
二

［
編

輯
兼

発
行

人
］

躬
行

会
Ｓ

18（
1943）

３.１

13023『
躬

行
』

皇
紀

2603年
４月

号
大

倉
邦

彦
［

監
修

］
／

山
田

勝
二

［
編

輯
兼

発
行

人
］

躬
行

会
Ｓ

18（
1943）

４.１

13024『
躬

行
』

皇
紀

2604年
９月

号
大

倉
邦

彦
［

監
修

］
／

山
田

勝
二

［
編

輯
兼

発
行

人
］

躬
行

会
Ｓ

19（
1944）

９.１

13025『
躬

行
』

皇
紀

2604年
12月

号
大

倉
邦

彦
［

監
修

］
／

山
田

勝
二

［
編

輯
兼

発
行

人
］

躬
行

会
Ｓ

19（
1944）

12.１

13026『
心

の
使

』
第

１号
富

士
見

会
富

士
見

会
（

大
倉

洋
紙

店
内

）
Ｓ

４（
1929）

11.20
13027『

心
の

使
』

第
２号

富
士

見
会

富
士

見
会

（
大

倉
洋

紙
店

内
）

Ｓ
５（

1930）
１.20

13028『
私

の
使

命
事

業
』

皇
紀

2592年
度

版
大

倉
邦

彦
大

倉
邦

彦
Ｓ

７（
1932）

１.５
13029『

私
の

使
命

事
業

』
皇

紀
2593年

度
版

大
倉

邦
彦

大
倉

邦
彦

Ｓ
８（

1933）
７.５

13030『
私

の
使

命
事

業
』

皇
紀

2594年
度

版
大

倉
邦

彦
大

倉
邦

彦
Ｓ

９（
1934）

９.５
13031『

私
の

使
命

事
業

』
皇

紀
2594年

度
版

大
倉

邦
彦

大
倉

邦
彦

Ｓ
９（

1934）
９.５

13032『
私

の
使

命
事

業
』

皇
紀

2596年
度

版
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

大
倉

精
神

文
化

研
究

所
Ｓ

11（
1936）

７.18
13033『

私
の

使
命

事
業

』
皇

紀
2598年

度
版

大
倉

精
神

文
化

研
究

所
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

Ｓ
13（

1938）
４.５

13034『
私

の
使

命
事

業
』

皇
紀

2599年
度

版
（

再
版

）
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

大
倉

精
神

文
化

研
究

所
Ｓ

14（
1939）

５.20
13035『

私
の

使
命

事
業

』
皇

紀
2601年

５月
増

補
財

団
法

人
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

財
団

法
人

大
倉

精
神

文
化

研
究

所
Ｓ

16（
1941）

６.25
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13036『
事

業
報

告
』

皇
紀

2597年
12月

財
団

法
人

大
倉

精
神

文
化

研
究

所
財

団
法

人
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

Ｓ
12（

1937）
12.

13037『
事

業
報

告
』

昭
和

13年
度

（
帳

は
ず

れ
）

財
団

法
人

大
倉

精
神

文
化

研
究

所
財

団
法

人
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

Ｓ
13（

1938）
13038『

事
業

報
告

』
昭

和
17年

度
財

団
法

人
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

財
団

法
人

大
倉

精
神

文
化

研
究

所
Ｓ

18（
1943）

５.15
13039『

事
業

報
告

』
昭

和
17年

度
財

団
法

人
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

財
団

法
人

大
倉

精
神

文
化

研
究

所
Ｓ

18（
1943）

５.15
13040『

事
業

報
告

』
昭

和
17年

度
財

団
法

人
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

財
団

法
人

大
倉

精
神

文
化

研
究

所
Ｓ

18（
1943）

５.15
13041『

所
内

し
る

べ
』

大
倉

精
神

文
化

研
究

所
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

13042『
大

倉
山

修
養

会
綱

領
』

（
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

）
13043『

第
拾

回
大

倉
山

中
等

学
生

修
養

会
要

項
』

皇
紀

2595年
度

大
倉

精
神

文
化

研
究

所
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

（
Ｓ

10［
1935］）

13044『
商

売
往

来
』

大
倉

邦
彦

大
倉

邦
彦

Ｓ
３（

1928）
４.30

13045『
大

倉
洋

紙
産

業
報

国
会

規
約

』
株

式
会

社
大

倉
洋

紙
店

（
Ｓ

14［
1939］

9.15）
13046『

農
村

工
芸

学
院

趣
意

及
一

班
』

農
村

工
芸

学
院

（
Ｓ

2［
1927］

12.1）
13047『

学
院

趣
意

並
一

覧
』

農
村

工
芸

学
院

（
Ｓ

３［
1928］

７.１）
13048『

来
る

春
を

夢
見

つ
ゝ

は
か

な
く

こ
の

世
を

去
っ

た
存

道
を

偲
ぶ

』
原

田
三

千
夫

（
Ｓ

32［
1952］

４.１）

13049
領

収
書

（
莚

５枚
）

空
俵

・
縄

莚
商

並
木

鶴
治

郎
Ｓ

９（
1934）

２.16
13050

名
刺

「
日

曜
夕

刊
京

浜
新

報
社

理
事

　
丸

川
長

治
郎

」
丸

川
長

治
郎

13051
名

刺
「

東
京

動
産

火
災

保
険

株
式

会
社

横
浜

支
部

集
金

係
　

練
木

伊
三

郎
」

練
木

伊
三

郎

13052「
第

３回
分

保
険

料
領

収
証

」
東

京
動

産
火

災
保

険
株

式
会

社
横

浜
支

部
山

本
清

ヵ
Ｓ

９（
1934）

13053「
領

収
証

書
・

原
符

・
徴

税
令

書
」（

県
税

営
業

税
・

市
税

附
加

税
）

横
浜

市
神

奈
川

区
役

所
可

知
博

一
Ｓ

９（
1934）

２.27

13054
領

収
書

（
東

京
日

日
新

聞
代

）
野

毛
日

之
出

屋
本

店
山

本
Ｓ

９（
1934）

２.28
13055「

領
収

証
」（

瓦
斯

使
用

料
・

屋
内

管
及

器
具

使
用

料
）

横
浜

市
副

収
入

役
 上

川
季

吉
可

知
博

一
Ｓ

９（
1934）

２.28
13056（

ハ
ガ

キ
）

山
本

治
子

可
知

博
一

Ｓ
９（

1934）
２.23

13057「
領

収
証

」（
定

額
電

灯
料

）
東

京
電

灯
株

式
会

社
横

浜
支

店
鶴

見
出

張
所

山
田

Ｓ
９（

1934）
２.21

13058「
計

算
書

」（
上

玄
米

・
上

田
も

ち
）

八
木

下
本

店
可

知
Ｓ

９（
1934）

２.28
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13059「
領

収
証

」（
水

道
使

用
料

）
横

浜
市

副
収

入
役

 大
柳

昌
次

可
知

博
一

Ｓ
９（

1934）
２.26

13060（
ハ

ガ
キ

）
山

本
清

子
可

知
博

一
Ｓ

９（
1934）

２.23
13061（

ハ
ガ

キ
）

マ
ギ

ー
可

知
博

一
Ｓ

９（
1934）

２.23
13062「

領
収

証
」（

断
線

電
球

引
換

料
１個

）
東

京
電

灯
株

式
会

社
横

浜
支

店
鶴

見
出

張
所

13063『
東

京
日

日
新

聞
』

昭
和

９年
３月

２日
夕

刊
（

満
州

帝
国

成
立

・
溥

儀
の

皇
帝

即
位

）
大

阪
毎

日
新

聞
社

東
京

支
店

東
京

日
日

新
聞

発
行

所
Ｓ

９（
1934）

３.２

13064（
封

筒
）

甲
州

塩
山

向
嶽

禅
窟

（
中

川
）

宋
渊

可
知

博
一

Ｓ
９（

1934）
２.23

13065「
物

品
保

管
ノ

件
」（「

海
軍

」
罫

紙
、

別
紙

目
録

有
）

宝
来

邦
太

郎
研

究
所

長
Ｓ

20（
1945）

８.19
13066「

物
品

目
録

（
備

品
ノ

部
）（

消
耗

品
ノ

部
）」（「

海
軍

」
罫

紙
）

13067「
領

収
書

」（
Bow

ley『
Elem

ents of statistics』
の

受
領

）
海

軍
気

象
部

 平
尾

邦
雄

Ｓ
20（

1945）
９.５

13068「
神

奈
川

県
主

催
教

育
懇

談
会

記
録

」
山

田
勝

二
Ｓ

21（
1946）

５.25
13069（

神
奈

川
県

下
専

門
学

校
名

簿
）

（
Ｓ

20［
1945］

11.～
Ｓ

22［
1947］

頃
ヵ

）
13070（

県
下

教
育

諸
問

題
に

関
す

る
懇

談
へ

の
参

加
依

頼
状

）
財

団
法

人
大

倉
山

文
化

科
学

研
究

所
 理

事
長

坪
上

貞
二

・
所

長
上

田
辰

之
助

Ｓ
21（

1946）
４.

13071（
出

席
簿

、
神

奈
川

県
内

の
高

等
女

学
校

の
学

校
名

を
記

載
）

（
Ｓ

20［
1945］

～
Ｓ

22［
1947］

頃
ヵ

）
13072（

第
４回

民
主

主
義

文
化

講
座

開
講

案
内

通
知

）
大

倉
山

文
化

科
学

研
究

所
青

年
部

Ｓ
21（

1946）
９.10

13073（
民

主
主

義
講

座
プ

リ
ン

ト
ヵ

）
（

坂
本

宏
ヵ

）
13074（

終
戦

直
後

の
研

究
所

に
て

開
講

の
講

座
の

メ
モ

ヵ
）

13075（
民

主
主

義
の

原
則

、
個

人
生

活
の

原
則

、
婦

人
問

題
に

つ
い

て
記

載
、

終
戦

直
後

の
研

究
所

に
て

開
講

の
講

座
の

メ
モ

ヵ
）

13076（
終

戦
直

後
の

研
究

所
に

て
開

講
の

講
座

の
メ

モ
ヵ

）
13077（

終
戦

直
後

の
研

究
所

に
て

開
講

の
講

座
の

メ
モ

ヵ
）

13078（
第

４回
民

主
主

義
文

化
講

座
開

講
案

内
通

知
）

大
倉

山
文

化
科

学
研

究
所

青
年

部
Ｓ

21（
1946）

9.10
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13079（
第

５回
、

第
６回

民
主

主
義

講
座

の
通

知
に

関
わ

る
メ

モ
ヵ

）
13080「

請
求

書
」（

ポ
ス

タ
ー

代
）

石
川

正
一

研
究

所
11.18

13081「
立

替
金

」（
メ

モ
）

13082「
研

究
所

青
年

部
事

業
計

画
」（

鉛
筆

書
き

メ
モ

）
Ｓ

21（
1946）

８.
13083「

民
主

主
義

文
化

講
座

聴
講

券
」（

2枚
）

財
団

法
人

大
倉

山
文

化
科

学
研

究
所

（
Ｓ

21［
1946］

～
Ｓ

22［
1947］）

13084（
青

年
団

及
青

年
会

住
所

録
［

メ
モ

］）
13085（

港
北

区
・

神
奈

川
区

・
鶴

見
区

の
国

民
学

校
の

名
称

と
住

所
、

港
北

区
内

の
青

年
団

お
よ

び
青

年
会

の
名

称
、

新
聞

社
の

名
称

と
住

所
を

記
し

た
メ

モ
）

13086（
青

年
及

教
育

の
問

題
等

を
記

し
た

も
の

、
講

座
メ

モ
ヵ

）
13087（

メ
モ

）「
西

八
朔

町
五

三
四

　
石

井
吉

藏
」

13088（
講

座
メ

モ
ヵ

）
６.４

13089（
連

合
青

年
会

結
成

に
関

わ
る

懇
談

会
記

録
）

13090「
詔

書
」（

ガ
リ

版
）

Ｓ
21（

1946）
１.１

13091（
メ

モ
）「

郷
土

の
人

に
よ

く
し

た
」「

富
嶽

荘
に

宿
泊

」「
観

艦
式

」
13092「

ポ
ツ

ダ
ム

宣
言

（
米

英
支

三
国

宣
言

）」（
ガ

リ
版

）
13093（

３月
の

研
究

会
「

今
年

度
の

研
究

方
針

に
つ

い
て

」
の

打
合

せ
案

内
状

）
財

団
法

人
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

小
森

嘉
一

Ｓ
36（

1961）
ヵ

13094（
定

例
研

究
会

案
内

）
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

小
森

嘉
一

13095（
研

究
会

案
内

）
研

究
部

長
 西

義
雄

小
森

先
生

５.27
13096（

講
座

の
通

知
等

の
経

費
に

関
す

る
メ

モ
ヵ

）
13097「

領
収

証
」（

ポ
ス

タ
ー

４枚
 ８/７―

14/７掲
出

料
）

東
京

急
行

電
鉄

 開
発

課
 横

浜
支

所
 横

浜
駅

構
内

厚
木

線
改

札
大

倉
山

文
化

研
究

Ｓ
22（

1947）
７.７

13098「
領

収
証

」（
ポ

ス
タ

ー
４枚

 ５/26―
６/１一

週
間

料
金

）
東

京
急

行
電

鉄
株

式
会

社
 事

業
部

開
発

課
大

倉
文

化
科

学
Ｓ

22（
1947）

５.24
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13099「
領

収
証

」（
ポ

ス
タ

ー
10枚

 ７/29―
８/４）

東
京

急
行

電
鉄

株
式

会
社

 事
業

部
兼

業
課

大
倉

文
化

科
学

研
究

所
Ｓ

21（
1946）

７.27

13100「
領

収
証

」（
ポ

ス
タ

ー
26枚

 ９/18―
９/25）

東
京

急
行

電
鉄

株
式

会
社

 事
業

部
兼

業
課

大
倉

文
化

科
学

研
究

所
Ｓ

21（
1946）

９.17

13101「
財

団
法

人
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

附
属

 研
修

寮
の

し
お

り
」

財
団

法
人

大
倉

精
神

文
化

研
究

所
附

属
研

修
寮

13102『
第

六
十

五
回

帝
国

議
会

 貴
族

院
に

於
け

る
め

ぼ
し

い
質

問
演

説
（

今
の

教
育

は
見

直
さ

ね
ば

な
ら

ぬ
）』

山
田

勝
二

Ｓ
９（

1934）
４.１

13103（
講

演
会

「
民

主
主

義
は

青
年

に
何

を
期

待
す

る
か

」
開

催
通

知
）

財
団

法
人

大
倉

山
文

化
科

学
研

究
所

々
長

 上
田

辰
之

助
町

内
会

長
Ｓ

21（
1946）

２.18

13104（
第

三
回

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
日

本
人

の
精

神
生

活
」

開
催

通
知

）
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

所
長

 西
義

雄
Ｓ

51（
1976）

５.25

13105（
第

一
回

公
開

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「
日

本
人

の
精

神
生

活
」

開
催

案
内

）
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

所
長

 西
義

雄
Ｓ

49（
1974）

11.６

13106「
会

館
増

築
寄

付
及

年
末

助
合

募
金

会
計

報
告

」
太

尾
町

会
会

計
Ｓ

35（
1960）

13107（
会

合
の

日
付

の
メ

モ
ヵ

）
13108（「

三
四

年
度

文
部

省
科

学
研

究
費

等
の

公
募

要
領

」
に

つ
い

て
の

打
ち

合
せ

お
よ

び
忘

年
懇

談
会

案
内

状
）

大
倉

山
文

化
科

学
研

究
所

小
森

先
生

Ｓ
34（

1959）
12.３

13109（
国

民
学

校
令

に
関

す
る

資
料

、
ガ

リ
版

）
13110「

領
収

書
」（

電
気

料
、

水
道

料
）

大
倉

精
神

文
化

研
究

所
小

森
Ｓ

35（
1960）

７.27
13111（

演
芸

大
会

案
内

）
太

尾
町

青
年

同
志

会
第

十
三

組
Ｓ

21（
1946）

８.10
13112（

放
送

会
館

東
京

中
央

放
送

局
ニ

ュ
ー

ス
係

、
日

本
高

周
波

会
社

吉
田

晴
、

東
京

新
聞

社
消

息
掴

係
、

日
本

出
版

協
会

の
住

所
を

記
し

た
メ

モ
）

13113「
欧

語
音

訳
資

料
」（

沿
革

史
資

料
6084～

6087同
名

資
料

の
書

誌
編

ヵ
）

13114「
新

旧
暦

対
照

表
」

13115（
出

版
計

画
に

関
す

る
メ

モ
ヵ

）
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13116（
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

事
業

計
画

）
Ｓ

22（
1947）

ヵ
13117（「

北
畠

親
房

」
原

稿
）

小
森

嘉
一

13118（「
唯

一
神

道
行

事
次

第
」「

神
道

宗
門

改
」「

氏
子

改
」「

未
生

土
之

伝
」「

唯
一

論
」

原
稿

）
小

森
嘉

一

13119（
英

文
プ

リ
ン

ト
、

講
座

用
資

料
ヵ

）
13120「

社
会

運
動

講
座

」（
趣

旨
・

要
項

・
申

込
書

）
財

団
法

人
大

倉
山

文
化

科
学

研
究

所
Ｓ

22（
1947）

13121（
港

北
区

内
及

び
神

奈
川

区
羽

沢
、

菅
田

各
地

区
青

年
会

の
代

表
者

名
の

メ
モ

ヵ
）

13122「
新

嘗
祭

神
嘉

殿
の

儀
予

想
諸

時
刻

」
松

本
勝

三
Ｓ

18（
1943）

９.11
13123（

表
面

：
計

算
の

メ
モ

、
裏

面
：

７月
７日

に
神

風
館

で
開

催
さ

れ
た

青
年

懇
談

会
の

メ
モ

）
７.７

13124（
貸

金
第

四
回

返
済

期
日

通
知

）
財

団
法

人
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

小
森

嘉
一

Ｓ
40（

1965）
12.３

13125「
第

一
回

民
主

主
義

文
化

講
座

テ
キ

ス
ト

　
農

村
問

題
に

つ
い

て
」

Ｓ
21（

1946）
４.26

13126（
表

面
：

書
簡

の
書

き
損

じ
、

裏
面

：
講

座
内

容
の

検
討

メ
モ

ヵ
）

13127「
第

14回
　

大
日

本
精

神
史

編
修

委
員

会
記

録
」

Ｓ
18（

1943）
１.７

13128「
第

13回
　

大
日

本
精

神
史

編
修

委
員

会
記

録
」

Ｓ
17（

1942）
５.17

13129「
第

12回
　

大
日

本
精

神
史

編
修

委
員

会
記

録
」

Ｓ
16（

1941）
10.16

13130「
第

５回
　

大
日

本
精

神
史

委
員

会
討

議
要

旨
」

Ｓ
15（

1940）
５.30

13131「
明

治
維

新
の

精
神

（
凡

て
仮

称
）」（

担
当

者
・

題
目

）
Ｓ

16（
1941）

１.11
13132「

社
会

運
動

講
座

」（
趣

旨
・

要
項

・
申

込
書

）
財

団
法

人
大

倉
山

文
化

科
学

研
究

所
Ｓ

22（
1947）

13133（
講

演
会

「
民

主
主

義
は

青
年

に
何

を
期

待
す

る
か

」
開

催
通

知
）

財
団

法
人

大
倉

山
文

化
科

学
研

究
所

々
長

 上
田

辰
之

助
町

内
会

長
Ｓ

21（
1946）

２.18

13134（
奉

仕
謝

礼
に

対
す

る
御

礼
及

び
来

所
通

知
）

利
根

川
東

洋
大

倉
山

文
化

科
学

研
究

所
Ｓ

21（
1946）

７.８
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13135「
通

勤
者

登
録

名
簿

」（
研

究
所

青
年

部
嘱

託
職

員
の

通
勤

者
登

録
名

簿
）

財
団

法
人

大
倉

山
文

化
科

学
研

究
所

13136「
故

原
田

三
千

夫
葬

儀
」（

次
第

）
日

本
キ

リ
ス

ト
教

団
行

人
坂

教
会

Ｓ
52（

1977）
６.12

13137「
第

二
回

大
倉

山
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
ご

案
内

」
及

び
「

第
一

回
（

試
行

）
大

倉
山

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
概

要
」

財
団

法
人

大
倉

精
神

文
化

研
究

所
小

森
嘉

一
Ｓ

49（
1974）

１.30

13138（
修

養
会

時
間

割
）

12.12.～
12.13.

13139「
第

一
回

民
主

主
義

文
化

講
座

テ
キ

ス
ト

　
農

村
問

題
に

つ
い

て
」

Ｓ
21（

1946）
４.26

13140「
O

FFICIA
L T

EX
T

 O
F PO

T
SD

A
M

 SU
RREN

D
ER 

U
LT

IM
A

T
U

M
」

13141（
電

話
の

掛
け

方
に

関
す

る
英

文
テ

キ
ス

ト
）

13142「
日

本
共

産
党

の
原

則
綱

領
（

昭
和

21年
２月

11日
発

表
）（

読
売

新
聞

ニ
拠

ル
）」

Ｓ
21（

1946）
２.11

13143「
卜

部
家

に
於

け
る

神
典

の
伝

来
」（

中
間

頁
欠

）
西

田
長

男
13144（

研
究

所
関

係
者

の
名

前
及

び
日

付
の

記
載

な
ど

、
研

究
発

表
に

関
す

る
メ

モ
ヵ

）
13145（

役
員

会
開

催
通

知
）

財
団

法
人

大
倉

山
文

化
科

学
研

究
所

 理
事

長
 坪

上
貞

二
・

所
長

 上
田

辰
之

助

Ｓ
21（

1946）
12.26

13146（
第

１回
民

主
主

義
文

化
講

座
資

料
一

括
）

Ｓ
21（

1946）
５.５～

６.２
13147「

日
本

政
記

　
巻

之
十

六
　

正
親

町
天

皇
（

抄
）　（

頼
山

陽
全

書
三

七
四

頁
―

三
七

六
頁

）」「
吾

妻
鏡

　
巻

廿
八

　
寛

喜
三

年
九

月
」（

続
国

史
大

系
　

第
五

巻
　

三
十

六
・

三
十

七
頁

」
「

陸
奥

話
記

」（
大

日
本

精
神

史
関

係
、

ガ
リ

版
）

Ｓ
17（

1942）
１.23

13148（
大

倉
邦

彦
の

欧
州

調
査

旅
行

に
関

す
る

メ
モ

）
（

小
森

嘉
一

ヵ
）

13149
名

刺
「

佐
藤

德
文

」
大

曽
根

町
青

年
新

生
会

　
文

芸
部

長
　

佐
藤

德
文

13150（
ハ

ガ
キ

、
富

士
見

日
曜

学
校

・
一

如
寮

・
富

嶽
荘

に
関

す
る

問
い

合
わ

せ
へ

の
回

答
）

小
野

文
雄

小
森

嘉
一

Ｈ
２（

1990）
10.24
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13151（
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

神
典

索
引

係
嘱

託
状

）
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

所
長

 大
倉

邦
彦

小
森

嘉
一

Ｓ
11（

1936）
１.10

13152
民

主
主

義
文

化
講

座
聴

講
券

（
計

20枚
）

財
団

法
人

大
倉

山
文

化
科

学
研

究
所

Ｓ
21（

1946）

13153（
書

簡
）

北
村

正
小

森
嘉

一
Ｓ

□
.５.24

13154（
新

年
号

へ
の

広
告

掲
載

申
込

依
頼

）
皇

国
時

報
編

輯
部

年
賀

広
告

係
Ｓ

15（
1940）

12.４
13155「

神
奈

川
高

等
学

校
設

立
認

可
申

請
」

書
類

コ
ピ

ー
財

団
法

人
大

倉
学

園
 理

事
長

 大
倉

邦
彦

Ｓ
18（

1943）
２.

13156「
財

団
法

人
設

立
申

請
草

案
」

コ
ピ

ー
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

所
長

 大
倉

邦
彦

Ｓ
11（

1936）
11.28

13157「
東

洋
大

学
々

長
 大

倉
邦

彦
氏

＝
わ

が
精

神
文

化
界

の
至

宝
＝

」（『
現

代
名

士
五

分
間

伝
記

』）
コ

ピ
ー

海
東

秀
夫

13158（『
大

倉
邦

彦
伝

』
原

稿
送

付
状

）
早

川
敏

一
10.４

13159『
大

倉
紙

パ
ル

プ
商

事
100年

史
』

コ
ピ

ー
大

倉
紙

パ
ル

プ
商

事
100年

史
編

纂
委

員
会

大
倉

紙
パ

ル
プ

商
事

株
式

会
社

Ｈ
１（

1989）
11.３

13160「
調

書
」

コ
ピ

ー
大

倉
邦

彦
Ｓ

14（
1939）

10.７
13161「

訪
欧

日
記

」
コ

ピ
ー

ヵ
原

田
三

千
夫

Ｔ
15（

1926）
３.10

13162「
日

記
」

コ
ピ

ー
Ｓ

９（
1934）

６.26～
12.31

13163
財

団
法

人
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

封
筒

13164
Fashion Center GIN

ZA
 K

O
M

A
T

SU
紙

袋
13165「

富
嶽

荘
日

誌
」

Ｓ
５（

1930）
６.19～

Ｓ
７（

1932）
８.21

13166「
日

誌
よ

り
」（

研
究

所
日

誌
抜

粋
筆

写
）

Ｔ
14（

1925）
５.～

Ｓ
48（

1973）
３.15

13167（
第

15回
研

究
会

「
田

口
卯

吉
の

経
済

思
想

」
通

知
）

11.１
13168（

青
年

会
で

の
徴

収
金

を
入

れ
た

袋
ヵ

）
５.５

13169（
メ

モ
）「

港
北

区
鴨

志
田

町
二

九
八

　
小

林
孝

喜
」
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13170（
メ

モ
）「

○
文

化
欄

○
　

学
会

余
談

」「
山

下
　

野
村

邦
康

　
イ

プ
セ

ン
集

」「
綱

島
　

大
谷

一
枝

　
婦

人
論

」
13171

ハ
ガ

キ
「

第
７回

民
主

主
義

文
化

講
座

御
通

知
」

（
大

倉
山

文
化

科
学

研
究

所
）

松
下

三
雄

Ｓ
22（

1947）
３.30

13172「
事

業
報

告
」

昭
和

18年
度

財
団

法
人

大
倉

精
神

文
化

研
究

所
Ｓ

18（
1943）

.４.１～
Ｓ

19（
1944）

.３.31
13173「

事
業

報
告

」
昭

和
19年

度
財

団
法

人
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

Ｓ
19（

1944）
.４.１～

Ｓ
20（

1945）
.３.31

13174『
躬

行
』

コ
ピ

ー
13175「

臣
民

道
に

於
け

る
祭

政
一

致
に

つ
い

て
」

コ
ピ

ー
大

倉
精

神
文

化
研

究
所

長
　

大
倉

邦
彦

皇
国

時
報

発
行

所
 

Ｓ
11（

1936）
９.21

13176「
大

日
本

精
神

史
編

修
ノ

大
綱

方
針

」
13177「

大
日

本
精

神
史

編
修

部
規

定
」

13178（
メ

モ
「

小
森

様
 ３月

分
電

水
量

」）
井

上
小

森
Ｓ

34（
1959）

４.25
13179（

メ
モ

「
小

森
様

 ９月
分

電
水

量
」）

井
上

小
森

Ｓ
34（

1959）
10.27

13180（「
大

倉
邦

彦
先

生
追

悼
会

」
の

際
の

集
合

写
真

ヵ
）

Ｓ
46（

1971）
12.19

13181（『
大

倉
邦

彦
伝

』
原

稿
送

付
状

）
森

田
康

之
助

小
森

13182（
大

倉
邦

彦
・

大
倉

美
枝

子
書

簡
、

大
倉

邦
彦

伝
案

な
ど

『
大

倉
邦

彦
伝

』
関

係
資

料
）

13183（『
大

倉
邦

彦
伝

』
関

係
の

メ
モ

ヵ
）

13184「
大

倉
邦

彦
伝

要
記

」
コ

ピ
ー

13185（『
大

倉
邦

彦
伝

』
関

係
の

メ
モ

ヵ
）

13186（「
事

業
費

」
コ

ピ
ー

）
13187『

N
ET

H
ERLA

N
D

S　
オ

ラ
ン

ダ
』（

観
光

案
内

）
日

本
航

空
Ｓ

41（
1966）

13188『
D

enm
ark　

デ
ン

マ
ー

ク
』（

観
光

案
内

）
日

本
航

空
Ｓ

42（
1967）

13189『
IT

A
RY

　
イ

タ
リ

ー
』（

観
光

案
内

）
日

本
航

空
Ｓ

41（
1966）

13190「
Leningyad T

O
W

N
'S V

IEW
S」（

絵
ハ

ガ
キ

15枚
）

Ｓ
37（

1962）
13191「

紀
元

二
千

六
百

年
記

念
乗

車
券

　
東

京
市

内
↔

山
田

・
橿

原
神

宮
駅

」
鉄

道
省

Ｓ
15（

1940）
４.２
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13192（
小

森
嘉

一
氏

の
学

生
証

）
國

學
院

大
學

Ｓ
５年

度
（

1930年
度

）
13193『

関
東

の
旅

』
第

17版
K

K
教

材
研

究
所

編
集

部
教

材
研

究
所

Ｓ
35（

1960）
３.１

13194『
M

A
P O

F PA
RIS M

O
N

U
M

EN
T

S M
ET

O
RO

 PA
RIS 

H
IS

T
O

R
IC

 G
U

ID
E

 IN
F

O
R

M
A

T
IO

N
 F

or 
T

O
U

RIST
S』

13195『
M

IT
T

ELEU
RO

PA
 CEN

T
RA

L EU
RO

PE』（
道

路
地

図
）

K
U

M
M

ERLY
&

FREY

13196『
神

奈
川

区
　

横
浜

市
区

分
地

図
　

最
新

調
査

　
番

地
入

』
日

本
地

学
株

式
会

社
Ｓ

35（
1960）

13197『
Sum

m
er Program

m
e of SIGH

T
SEEIN

G T
O

U
RS 

A
N

D
 CO

M
PLET

E T
RA

V
EL SERV

ICES』（
観

光
案

内
）

E
V

A
N

S
 T

R
A

N
S

P
O

R
T

 
EN

T
ERPRISES

Ｓ
42（

1967）
３.26～

10.31

13198『
LO

N
D

O
N

 a m
ap for tourists』

T
h

e
 B

ritish
 T

ra
v

e
l 

A
ssociation

13199『
D

e Rijn Panoram
a en gids』（

観
光

案
内

）
13200『

IT
A

LIA
 Carta A

utom
obilistica』（

道
路

地
図

）
ST

U
D

IO
 F.M

.B.
Ｓ

41（
1966）

13201『
LA

 SU
ISSE

 D
ie Schw

eiz・
La Svizzera C

arte 
A

utom
obile・

A
utom

obilikarte Carta A
utom

obilistica』
（

道
路

案
内

）

H
A

LLW
A

G BERN
E

Ｓ
42（

1967）

13202『
W

IN
D

SO
R CA

ST
LE』（

観
光

案
内

）
PIT

K
IN

 PICT
O

RIA
LS LT

D
Ｓ

41（
1966）

13203「
永

万
御

即
位

記
　

山
槐

記
　

師
元

記
」（

写
本

）
（

中
山

忠
親

・
中

原
師

元
）

（
永

万
１［

1165］）
13204『

駒
鳥

温
泉

　
新

日
本

少
年

少
女

選
書

』
川

端
康

成
湘

南
書

房
Ｓ

20（
1945）

12.20
13205『

日
刊

ス
ポ

ー
ツ

　
プ

ロ
野

球
'78』

日
刊

ス
ポ

ー
ツ

新
聞

社
Ｓ

53（
1978）

13206『
み

な
み

の
海

』
文

：
丸

山
薫

・
画

：
赤

松
俊

子
二

葉
書

房
Ｓ

18（
1943）

11.20
13207『

ス
ズ

メ
ノ

 ヤ
ウ

フ
ク

』（
２冊

）
武

井
武

雄
株

式
会

社
児

童
図

書
出

版
社

Ｓ
20（

1945）
11.10

13208『
ウ

グ
ヒ

ス
モ

ノ
ガ

タ
リ

』
文

：
南

江
治

郎
・

画
：

松
井

行
正

二
葉

書
房

Ｓ
21（

1946）
４.１

13209（
切

符
　

中
山

↔
菊

名
）

中
山

駅
Ｓ

38（
1963）

１.４
13210（

切
符

　
西

船
橋

↔
東

神
奈

川
・

横
浜

）
西

船
橋

駅
Ｓ

38（
1963）

10.13
13211『

ド
イ

ツ
　

SA
S CIT

Y
 PO

RT
RA

IT
』（

観
光

案
内

）
ス

カ
ン

ジ
ナ

ビ
ア

航
空
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13212
ナ

カ
ヨ

シ
エ

ホ
ン

『
童

話
　

さ
く

ら
貝

』
德

永
壽

美
子

株
式

会
社

東
亜

春
秋

社
Ｓ

20（
1945）

12.15
13213

ナ
カ

ヨ
シ

エ
ホ

ン
『

タ
ノ

シ
イ

ハ
タ

ケ
』

文
：

石
上

十
地

・
画

：
黒

崎
義

介
二

葉
書

房
Ｓ

20（
1945）

12.１
13214

ナ
カ

ヨ
シ

エ
ホ

ン
『

ハ
ル

カ
ラ

フ
ユ

ヘ
』

文
：

水
谷

ま
さ

る
・

画
：

木
俣

た
け

し
二

葉
書

房
Ｓ

21（
1946）

１.１

13215
主

婦
之

友
絵

本
『

ポ
チ

①
』

画
：

黒
崎

義
介

・
編

輯
：

本
郷

保
雄

主
婦

之
友

社
Ｓ

21（
1946）

１.25

13216『
笠

地
蔵

様
』

文
：

關
敬

吾
・

画
：

福
田

豊
四

郎
日

本
美

術
出

版
株

式
会

社
Ｓ

21（
1946）

１.10
13217『

ド
ウ

ブ
ツ

ノ
オ

カ
ア

サ
ン

』
文

：
水

谷
ま

さ
る

・
画

：
吉

澤
廉

三
郎

株
式

会
社

児
童

図
書

出
版

社
Ｓ

20（
1945）

７.10

13218『
カ

キ
ク

ケ
 コ

グ
マ

』
文

：
サ

ト
ウ

・
ハ

チ
ロ

ー
・

絵
：

澤
井

一
三

郎
株

式
会

社
大

日
本

雄
弁

会
講

談
社

Ｓ
21（

1946）
３.１

13219『
ア

サ
ダ

ア
サ

ダ
』

文
：

富
原

義
德

・
画

：
林

義
雄

啓
明

出
版

社
Ｓ

19（
1944）

10.15
13220『

ノ
リ

モ
ノ

チ
シ

キ
』

第
７版

編
輯

：
武

井
武

雄
・

作
詞

：
與

田
準

一
・

装
幀

：
木

俣
武

鈴
木

仁
成

堂
Ｓ

17（
1942）

12.20

13221『
新

生
活

エ
ホ

ン
　

Shin Seikatsu Ehon』
編

：
角

野
門

人
・

画
：

霜
野

一
二

彦
株

式
会

社
文

化
書

院
Ｓ

21（
1946）

２.25

13222『
幼

年
絵

雑
誌

フ
タ

バ
 FU

T
A

BA
』

創
刊

号
（

第
一

巻
第

一
号

）
二

葉
書

店
Ｓ

21（
1946）

４.１

13223『
T

H
E GO

LD
EN

 PICT
U

RE D
ICT

IO
N

A
RY

』
W

O
RD

S：
Lucille O

gle and 
T

ina T
hoburn・

PICT
U

RES：
H

ilary K
night

Golden Press
Ｓ

51（
1976）

５.25

13224『
東

京
都

区
分

詳
細

図
　

目
黒

区
　

改
訂

版
』

植
野

錄
夫

日
地

出
版

株
式

会
社

Ｓ
32（

1957）
４.

13225『
東

京
都

区
分

詳
細

図
　

港
区

　
最

新
版

』
植

野
錄

夫
日

地
出

版
株

式
会

社
Ｓ

34（
1959）

３.
13226『

東
京

都
区

分
詳

細
図

⑩
　

大
田

区
　

最
新

版
』

植
野

錄
夫

日
地

出
版

株
式

会
社

Ｓ
34（

1959）
５.

13227『
東

京
都

区
分

詳
細

図
　

千
代

田
区

　
最

新
版

』
植

野
錄

夫
日

地
出

版
株

式
会

社
Ｓ

34（
1959）

６.
13228『

東
京

都
区

分
詳

細
図

　
新

宿
区

　
最

新
版

』
植

野
錄

夫
日

地
出

版
株

式
会

社
Ｓ

34（
1959）

８.
13229『

東
京

都
区

分
詳

細
図

　
中

央
区

　
最

新
版

』
植

野
錄

夫
日

地
出

版
株

式
会

社
Ｓ

34（
1959）

２.
13230『

東
京

都
区

分
詳

細
図

　
杉

並
区

　
改

訂
版

』
植

野
錄

夫
日

地
出

版
株

式
会

社
Ｓ

32（
1957）

６.
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13231『
東

京
都

区
分

詳
細

図
　

品
川

区
　

改
訂

版
』

植
野

錄
夫

日
地

出
版

株
式

会
社

Ｓ
32（

1957）
２.

13232『
東

京
都

区
分

詳
細

図
　

大
田

区
　

改
訂

版
』

植
野

錄
夫

日
地

出
版

株
式

会
社

Ｓ
32（

1957）
２.

13233『
模

範
大

東
京

全
図

　
昭

和
三

十
年

度
版

』
植

野
錄

夫
日

本
地

図
株

式
会

社
Ｓ

30年
度

（
1955年

度
）

13234『
東

京
都

区
分

詳
細

図
　

世
田

谷
区

　
改

訂
版

』（
表

紙
の

み
）

植
野

錄
夫

日
地

出
版

株
式

会
社

13235『
東

京
都

区
分

詳
細

図
　

文
京

区
　

最
新

版
』

植
野

錄
夫

日
地

出
版

株
式

会
社

Ｓ
34（

1959）
２.

13236『
台

東
区

　
東

京
都

区
分

詳
細

図
⑥

　
最

新
版

』
植

野
錄

夫
日

地
出

版
株

式
会

社
Ｓ

34（
1959）

７.
13237『

関
東

地
方

　
体

錬
歩

行
路

図
　

家
族

向
・

第
二

輯
・

丘
陵

篇
』（

再
版

）
出

口
林

次
郎

日
本

統
制

地
図

株
式

会
社

Ｓ
18（

1943）
４.10

13238『
関

東
地

方
　

体
錬

歩
行

路
図

　
一

般
向

・
第

二
輯

・
史

蹟
篇

』
三

版
出

口
林

次
郎

日
本

統
制

地
図

株
式

会
社

Ｓ
18（

1943）
８.10

13239『
横

浜
市

区
分

地
図

　
十

区
町

名
番

地
入

』
地

図
出

版
株

式
会

社
地

図
出

版
株

式
会

社
Ｓ

27（
1952）

３.１
13240『

郷
土

の
あ

ゆ
み

　
神

奈
川

県
』

神
奈

川
県

史
蹟

調
査

委
員

 石
野

瑛
国

際
教

材
株

式
会

社
Ｓ

24（
1949）

１.25

13241「
Sim

plot B
R

A
N

D
 D

E
H

Y
D

R
A

T
IN

G
 ID

A
H

O
 

W
H

IT
E PO

T
A

T
ES」

（
J

.R
. 

S
I

M
P

L
O

T
 

D
EH

Y
D

RA
T

IN
G CO

.）
（

J
.R

. 
S

I
M

P
L

O
T

 
D

EH
Y

D
RA

T
IN

G CO
.）

13242（
メ

モ
４枚

）
13243「

学
校

の
概

況
」

私
立

麻
布

十
番

商
店

街
青

年
学

校
私

立
麻

布
十

番
商

店
街

青
年

学
校

Ｓ
17（

1942）
９.30

13244（
小

森
氏

が
教

員
の

会
合

に
参

加
し

た
際

に
書

い
た

メ
モ

ヵ
、

６枚
）

13245「
昭

和
十

七
年

度
青

年
教

練
受

閲
計

画
」

私
立

麻
布

十
番

商
店

街
青

年
学

校
・

私
立

能
登

歯
車

製
作

所
青

年
学

校

私
立

麻
布

十
番

商
店

街
青

年
学

校
・

私
立

能
登

歯
車

製
作

所
青

年
学

校

Ｓ
17（

1942）
10.19

13246「
吾

妻
鏡

　
巻

廿
八

　
寛

喜
三

年
九

月
」（

続
国

史
大

系
　

第
五

巻
　

三
十

六
・

三
十

七
頁

」「
陸

奥
話

記
」（

大
日

本
精

神
史

関
係

、
ガ

リ
版

）

Ｓ
17（

1942）
１.23

13247（
雑

誌
休

刊
と

浄
牧

学
園

建
設

の
報

告
）

精
神

同
盟

主
幹

・
浄

牧
学

園
々

主
 

藤
井

顯
孝

（
Ｓ

４［
1929］

ヵ
）

13248（
横

浜
生

糸
検

査
所

所
在

地
、

連
絡

先
等

の
メ

モ
）
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・
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13249「
先

生
の

再
教

育
を

　
教

育
職

員
養

成
審

答
申

　
課

題
山

積
、

大
学

院
で

」（『
毎

日
新

聞
』

夕
刊

切
り

抜
き

）
岡

崎
康

次
毎

日
新

聞
社

Ｈ
10（

1998）
10.29

13250（
主

に
人

名
を

記
載

し
た

メ
モ

）
13251（

メ
モ

）「
1956　

高
２　

鈴
木

　
松

永
　

大
柳

」
13252（

史
料

翻
刻

筆
写

原
稿

ヵ
）

13253（
随

想
４編

）
阪

本
富

士
子

・
産

形
長

司
・

川
島

美
智

子
・

本
田

13254「
母

」
本

田
末

子
13255「

五
月

」
大

西
邦

子
13256『

愛
せ

よ
資

源
活

か
せ

よ
廃

品
』

瀬
尾

芳
夫

国
民

精
神

総
動

員
中

央
連

盟
Ｓ

12（
1937）

11.４
13257『

週
刊

朝
日

』
五

月
十

八
日

号
株

式
会

社
朝

日
新

聞
社

Ｓ
16（

1941）
５.18

13258『
良

い
子

の
友

』
正

月
号

小
学

館
Ｓ

19（
1944）

１.１
13259（

電
報

）
Ｓ

５（
1930）

５.22
13260（

伝
単

）「
日

本
の

皆
様

」
Ｓ

20（
1945）

８.
13261「

國
學

院
大

學
々

友
会

第
三

回
陸

上
大

運
動

会
」（

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

Ｔ
15（

1926）
10.31

13262「
明

治
學

院
創

立
五

拾
週

年
記

念
　

陸
上

運
動

会
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
Ｓ

２（
1927）

11.３
13263「

昭
和

七
年

十
月

十
六

日
塙

先
生

百
十

一
年

記
念

会
順

序
」

温
故

学
会

Ｓ
７（

1932）
10.16

13264「
余

録
」（『

毎
日

新
聞

』
朝

刊
切

り
抜

き
）

毎
日

新
聞

社
Ｈ

８（
1996）

３.24
13265

手
帳

（
表

紙
に

付
箋

「
12日

誌
　

14？
」）

Ｓ
12（

1937）
13266

手
帳

（
表

紙
に

付
箋

「
27大

倉
山

修
学

　
28.４学

院
新

年
度

」）
Ｓ

27～
28（

1952～
1953）

ヵ
13267

手
帳

（
表

紙
に

シ
ー

ル
「

昭
和

15年
」

／
表

紙
に

付
箋

「
15」）

Ｓ
15（

1940）
13268

手
帳

（
表

紙
に

付
箋

「
10　

11？
」）

（
大

倉
洋

紙
店

）
Ｓ

10・
11（

1935・
1936）

ヵ
13269

手
帳

（
表

紙
に

付
箋

「
17？

　
百

人
一

首
」）

Ｓ
17（

1942）
ヵ

13270
手

帳
（

Ｓ
21～

24［
1946～

1949］
ヵ

）
13271「

日
記

 2603」（
表

紙
内

ポ
ケ

ッ
ト

に
受

領
票

等
30枚

の
挟

み
込

み
有

）
Ｓ

18（
1943）
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『
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六
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四
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料
　

　
　

名
編

著
者

・
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出
人

出
版

者
・

受
取

人
年

月
日

13272『
会

報
』

昭
和

13年
第

１号
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

13（
1938）

１.24
13273『

会
報

』
昭

和
13年

第
２号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
13（

1938）
２.21

13274『
会

報
』

昭
和

13年
第

３号
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

13（
1938）

３.21
13275『

会
報

』
昭

和
13年

第
４号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
13（

1938）
４.21

13276『
会

報
』

昭
和

13年
第

５号
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

13（
1938）

５.10
13277『

会
報

』
昭

和
13年

第
６号

―
附

録
・

新
卒

業
生

名
簿

―
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

13（
1938）

６.10
13278『

会
報

』
昭

和
13年

第
７・

８号
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

13（
1938）

７.23
13279『

会
報

』
昭

和
13年

第
９号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
13（

1938）
９.22

13280『
会

報
』

昭
和

13年
第

10号
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

13（
1938）

10.28
13281『

会
報

』
昭

和
13年

第
11・

12号
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

13（
1938）

12.20
13282『

会
報

』
昭

和
15年

・
１月

号
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

15（
1940）

２.27
13283『

会
報

』
昭

和
15年

・
第

２号
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

15（
1940）

４.27
13284『

会
報

』
昭

和
15年

・
第

３・
４号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
15（

1940）
５.30

13285『
会

報
』

昭
和

15年
・

第
６号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
15（

1940）
８.27

13286『
会

報
』

昭
和

15年
・

第
７号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
15（

1940）
９.28

13287『
会

報
』

昭
和

15年
・

第
８号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
15（

1940）
10.25

13288『
会

報
』

昭
和

15年
・

第
９号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
15（

1940）
11.25

13289『
会

報
』

昭
和

15年
・

第
10号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
15（

1940）
12.25

13290『
会

報
』

昭
和

16年
・

第
１号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
16（

1941）
２.11

13291『
会

報
』

昭
和

16年
・

第
２号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
16（

1941）
４.30

13292『
会

報
』

昭
和

16年
・

第
３・

４号
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

16（
1941）

５.30
13293『

会
報

』
昭

和
16年

・
第

５号
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

16（
1941）

６.30
13294『

会
報

』
昭

和
16年

・
第

６・
７号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
16（

1941）
７.22

13295『
会

報
』

昭
和

16年
・

８号
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

16（
1941）

８.30
13296『

会
報

』
昭

和
16年

・
９号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
16（

1941）
９.30

13297『
会

報
』

昭
和

16年
・

10号
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

16（
1941）

10.30
13298『

会
報

』
昭

和
17年

・
第

１号
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

17（
1942）

３.20
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13299『
会

報
』

昭
和

17年
・

第
２号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
17（

1942）
６.30

13300『
会

報
』

昭
和

17年
・

第
３号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
17（

1942）
８.30

13301『
会

報
』

昭
和

17年
・

第
４号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
17（

1942）
11.１

13302『
会

報
』

昭
和

17年
・

第
５号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
17（

1942）
12.25

13303『
会

報
』

昭
和

18年
・

正
月

号
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

18（
1943）

１.31
13304『

会
報

』
昭

和
18年

・
３月

号
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

18（
1943）

３.13
13305『

会
報

』
昭

和
18年

・
６月

号
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
財

団
法

人
國

學
院

大
学

院
友

会
Ｓ

18（
1943）

６.５
13306『

会
報

』
昭

和
19年

・
正

月
号

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

財
団

法
人

國
學

院
大

学
院

友
会

Ｓ
19（

1944）
１.20

13307『
横

浜
市

地
図

　
番

地
入

道
路

明
細

』
地

理
学

研
究

社
地

理
学

研
究

社
13308（

外
国

絵
ハ

ガ
キ

一
括

、
69枚

）
13309「

昭
和

26ま
で

の
フ

ィ
ル

ム
」（

写
真

フ
ィ

ル
ム

等
一

括
）

～
Ｓ

26（
1951）

ヵ
13310『

賭
博

史
』

（
宮

武
）

外
骨

半
狂

堂
Ｔ

12（
1923）

５.１
13311「

昭
和

34年
度

　
出

席
簿

」
Ｓ

34年
度

（
1959年

度
）

13312
日

記
ヵ

「
天

理
教

日
本

橋
大

教
会

」
（

可
知

博
和

ヵ
）

Ｓ
７（

1932）
１.１～

２.17
13313

日
記

ヵ
「

天
理

教
団

ヲ
去

ッ
テ

穏
田

ニ
帰

ル
前

後
」

（
可

知
博

和
ヵ

）
Ｓ

７（
1932）

２.18～
５.31

13314
日

記
ヵ

「
飯

野
　

自
昭

和
７.７.１至

〃
８.31」

（
可

知
博

和
ヵ

）
Ｓ

７（
1932）

７.１～
８.31

13315
ノ

ー
ト

「
田

中
教

授
　

商
法

」
可

知
博

和
・

楠
庵

主
人

Ｓ
８（

1933）
４.15～

５.27
13316

ノ
ー

ト
「

獅
子

不
欺

之
力

」
（

可
知

博
和

ヵ
）

Ｓ
７（

1932）
６.１～

13317
ノ

ー
ト

（
逗

子
・

鎌
倉

の
名

所
旧

跡
等

を
記

す
）

13318
ノ

ー
ト

「
日

本
古

代
史

」
13319「

入
置

申
質

地
証

文
之

事
」

宮
ヶ

谷
村

質
地

主
奥

右
衛

門
文

久
１（

1861）
６.

13320（
稲

吉
由

麗
江

氏
の

在
職

証
明

に
関

す
る

メ
モ

）
（

Ｓ
40以

降
）

13321（
封

筒
）

横
浜

高
等

勤
労

学
院

13322
ノ

ー
ト

「
社

会
科

課
題

集
」

小
森

嘉
一

13323
ノ

ー
ト

「
西

洋
史

 二
」

小
森

嘉
一

13324『
ラ

ヂ
オ

　
ド

イ
ツ

語
講

座
』

財
団

法
人

日
本

放
送

協
会

関
東

支
部

Ｓ
２（

1927）
７.４
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
四
輯
　
平
成
三
十
年
三
月

通
番

資
　

　
　

料
　

　
　

名
編

著
者

・
差

出
人

出
版

者
・

受
取

人
年

月
日

13325（
國

學
院

大
學

昭
和

三
年

度
国

史
学

科
卒

業
生

ア
ル

バ
ム

）
タ

カ
ノ

写
真

館
高

野
勇

（
Ｓ

6［
1931］

3ヵ
）

13326（
ア

ル
バ

ム
）「

昭
和

二
十

七
年

三
月

　
第

二
回

　
卒

業
記

念
」

大
倉

山
女

子
高

等
学

校
Ｓ

27（
1952）

３.
13327（

ア
ル

バ
ム

）「
23-29 大

倉
山

関
係

」
Ｓ

23（
1948）

～
Ｓ

29（
1954）

13328（
ア

ル
バ

ム
、

横
浜

学
院

関
係

の
写

真
中

心
だ

が
大

倉
山

の
写

真
有

）
Ｓ

29（
1954）

13329（
ア

ル
バ

ム
）

Ｓ
30（

1955）
13330（

事
業

部
総

合
研

究
の

打
合

せ
の

メ
モ

ヵ
）

Ｓ
60年

代
ヵ

13331（
ア

ル
バ

ム
、

家
族

写
真

ほ
か

）
Ｓ

12（
1937）

頃
13332（

ア
ル

バ
ム

、
家

族
写

真
ほ

か
）

Ｓ
13（

1938）
～

Ｓ
21（

1946）
頃

13333（
ア

ル
バ

ム
、

家
族

写
真

ほ
か

）
Ｓ

11（
1936）

～
Ｓ

31（
1956）

頃
13334（

ア
ル

バ
ム

、
青

年
期

の
小

森
氏

ほ
か

）
大

正
～

昭
和

初
期

ヵ
13335（

生
活

用
品

・
食

品
の

名
前

と
値

段
を

記
し

た
メ

モ
）

注
1、

�海
軍

気
象

部
よ

り
払

い
下

げ
を

受
け

た
と

見
ら

れ
る

観
測

用
紙

の
裏

紙
を

使
用

し
た

資
料

27点
に

つ
い

て
、

以
下

に
そ

の
資

料
番

号
を

列
記

す
る

。
　

　
 13072～

13089、
13096、

13112、
13140、

13142、
13146、

13152、
13178、

13179、
13335

【
附

記
】

本
目

録
の

作
成

・
掲

載
に

あ
た

り
、

古
畑

侑
亮

氏
に

多
大

な
る

ご
協

力
を

頂
き

ま
し

た
。

こ
こ

に
記

し
て

御
礼

申
し

上
げ

ま
す

。




